
④グリーン（環境）に対する取組み（エコドライブは除く）

三重西濃 東京西濃 西濃通運 昭和冷蔵 エコアライアンス

・効果検証中
　→月単位での摩耗の検証
　→燃費算出により今後品目を選定
　　することでグリーン貢献を
　　目指す

新たに
取組みした内容

（テーマ）

①自社と協力会社の配達先が重複して
　いる場合、一本化にまとめることに
　より、車両台数の見直しや効率に繋げる
②同業他社の配達を当社一本に集約する
　共同配送

・ペーパーレスへの取り組みを推進する
　ため
　①クラウドサインを導入
　②マイセイノーの導入促進
　③算定基礎届などの給与に関する
　　申請、雇用保険取得届などの雇用に
　　関する申請を電子申請に変更している

・モーダルシフトの推進
　北海道、九州、東北方面へ大型車で輸送
　しているお客様及び運送会社に対し、
　フェリー、鉄道によるモーダルシフトを
　推進する

・空気を運ぶ輸送の削減
　当社は主に自社車両を中心とした
　北海道輸送を行っていたが、
　北海道の業者所有車両を使用して発送
　することで、北海道の業者の空車輸送
　（関西・中部→北海道）と、当社の
　空車返送（北海道→岐阜の両方を
　削減した）

・年間使用電力量の削減

　目標：前年比　９９％
　※年間削減量　１１２千ｋＷｈ

・大型トラックのミックスタイヤ
　→２種を試験的に併用し摩耗、燃費に
　　係る効果の実験
・２パターンを３台ずつ計６台で比較実験
　→結果から次回購入の種目を選定

効果・実績に
ついて

①ＢＩツールを活用し重複荷主の
　配達先住所、個数、時間等の調査を
　行い、店所に指示、改善を求める。
　現在改善中
②現在荷主アンケートの実施と
　同業他社へのアプローチ中

・①契約書の５０％以上がペーパーレス
　となった往来の時間が無くなり、
　契約締結までの期間短縮効果も
　出ている。紙の運用主体となっている
　お客様も一定数存在しているのが課題
②ペーパーレスの効果と併せ、
（１）郵送の費用が２０２１年比で２５％
　削減
（２）封入にかかる時間が月間で一人
　当たり３～５時間削減。
　封入作業による残業がなくなった
③１０以上の届けを電子申請に変更済み。
　９月までに給与ソフトをクラウド化し
　電子申請可能な届けを更に増やす

・滋賀～福岡までのＣＯ２排出量の
　比較

【大型車陸送】１４７５．２８kg
　１０トン×走行距離:６８３Km ×
　ＣＯ２排出原単位:０．２１６Kg

【フェリーモーダルシフト輸送】
　計算式：トン数×km×ＣＯ２排出量
①港までの距離
　１０トン×１０５Km ×
　ＣＯ２排出原単位:０．２１６
② 海上輸送（フェリー航路）
　１０トン×４５４Km×
　ＣＯ２排出原単位:０．０４３
③港からの距離
　１０トン×８６．４Km×
　ＣＯ２排出原単位:０．２１６
①＋②＋③＝６０８.６Kg
　ＣＯ２排出量　５８．７４％の
　削減効果
　現在、２０２４年問題を含め切り替え
　交渉中

・他社車両使用台数（６月実績）
　前年：２０７台　今年：２２４台
　前年+１７台　前年対比１０８％

・４～５月累計結果
　本年　１，７５０千ｋＷｈ
　前年　１，７４５千ｋＷｈ
　前年比　１００．２％
　使用量差　５千ｋＷｈ

・全３センター中、２センターは
　目標クリア
・未達成１センターにおいては
　外気温が高く使用量が増加する、
　７月以降の対策を再検討

　→運転時間の見直し
（運転時間短縮）
　→各倉庫別に設定温度の見直し
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